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N
⑥平和都市宣言

(60.12.3)

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、合日なお世界の動きは、核蝋争の危機をはらみ、

戯に憂慮にだえない。

わが国は唯一の被煙国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者のそ
しみを全世界の人々に豚え、再び広島．長崎の惨禍を繰り返して11
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかな；
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

広
報 舌

は
る 今

’
一 ‐

初
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
第
哩

回
「
あ
や
め
ま
つ
り
」
を
、
今
年

も
水
生
植
物
園
の
花
昌
蒲
の
開
花

に
あ
わ
せ
、
６
月
ｎ
日
（
日
）
か
ら

溺
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
日
の
娼
日
（
日
）
は
奄

手
賀
沼
公
園
か
ら
水
生
植
物
園

（
下
図
参
照
）
を
会
場
に
、
青
空

市
や
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
皆
さ
ん
で
楽
し
め
る
多
彩

専門家が
アドバイス

困りごと
▼

な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。議

長
に
よ
る
１
日
駅
長
及
び
同
駅
の

出
店

雨
屋
相
識
宮
鰯
ご
剰
鬮
壱

社
会
の
仕
組
み
が
複
雑
多
様
化
し
て
き
た
今
日
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
り
ご
と
、
悩

み
ご
と
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
直
面
す
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
で
は
、

こ
う
し
渥
悩
み
ご
と
な
ど
の
問
題
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
市
民
相
談
室
で
法
律
や
行
政
な

ど
各
種
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は
専
門
の
知
識
を
有
す
る
相
談
員
が
、
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
助
言
や
指
導
を
行
い
ま
す
。
｜
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
広
報
広
聴
課
Ｉ

全
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
〈
水
生
植
物

園
）

全
子
ど
も
広
場
（
我
孫
子
手
蛮
沼

漁
協
）
：
・
魚
の
つ
か
み
ど
り

争
舞
踊
（
手
蛍
沼
公
園
特
設
会
場
）

最
我
孫
子
吹
奏
楽
団
演
奏
会
（
手

賀
沼
公
園
・
水
生
植
物
園
特
設
会

場
）

坐
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
（
手
寅
沼

公
園
多
目
的
広
場
）

令
お
茶
席
（
手
賀
沼
公
園
多
目
的

の
だ
て

広
場
）
：
．
茶
道
連
盟
に
よ
る
野
点韓

卿
鱈
醍
醒
酔
亟
堅
垂
ロ
匡
園
竃
画
●
０
０

塗
“

か
ら
水
生
植
物
園
ま
で
）
。
：
料
金

片
道
３
０
０
円

争
包
丁
研
ぎ
お
よ
び
建
築
相
談
他

金
銭
貸
借
、
離
婚
等
の
民
事
問
題

な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
法
律
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
委
託
し
た
弁
謹
士
が
、
専

門
家
の
立
場
か
ら
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
週
火
曜
日
と
毎

月
第
３
木
峨
日
午
前
９
時
釦
分
か

イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
広
報
広
聴
課
Ｉ

（
法
律
相
儲
齢
Ｊ
舞
繊
戦
壱
、
（
撫
馴
剛

毎
週
火
曜
日
と
週
水
噸
日
午
前
８
時
雰
か
ら
広

毎
月
第
３
木
曜
日
報
広
聴
課
蔓
け
付
け
頂
ま
す
。

１
１
１
（
１
日
の
相
談
者
数
は
、
名
程
度

複
雑
に
法
律
の
か
ら
む
相
続
、
で
、
相
談
時
間
は
１
人
”
分
で
す
）

法
律
相
談

（
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
：
．
包

丁
研
ぎ
は
１
人
２
丁
ま
で
。
ハ
サ

ミ
は
不
可
）

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
日
に
限
り
、

無
料
バ
ス
（
中
央
公
民
館
か
ら
水

生
植
物
園
ま
で
）
を
連
行
。
車
で

ご
来
場
の
方
は
市
役
所
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
左
図
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ
あ
や
め
ま
つ
り

実
行
委
員
会
垂
（
配
）
３
１
３
１

不
動
産
相
談
で
は
、
借
地
・
借

家
問
題
か
ら
不
動
産
売
買
、
宅
地

建
物
な
ど
不
動
産
全
般
に
関
す
る

毎
月

第
２
金
曜
日Ｉ

不
動
産
相
談 4

へ

＊ 渉
利
列
１
１
釧
削
＊

諸
問
題
に
つ
い
て
、
千
葉
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
柏
支
部
我
孫
子

地
区
の
担
当
者
が
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
月
第
２
金
咄
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時

日
常
生
活
の
中
で
、
役
所
や
Ｊ

Ｒ
（
鉄
道
）
、
公
団
な
ど
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
『
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
政
相
談
で
は
こ
う
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委

堀
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
公

平
・
中
立
な
第
三
者
的
立
場
に
立

っ
て
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、

（
行
政
相
談
小
Ｉ

毎
月

第
４
月
曜
日Ｉ

行
政
相
談

鱸熱臓識灘繍議義識漉裁’

縫董蕊然溌溌溌
１
１
１
１
１
Ｊ

よ
な
ダ
い

の
に
ン
さ

表
更
し
だ

下
変
力
く

、
が
民
用

は
等
市
利

で
日
の
ご

関
談
面
、

機
相
終
え

係
り
最
う

関
よ
こ
の

や
に
び
認

而
舶
馳
難

か
ｏ
広
へ

ほ
す
、
先

の
ま
で
せ

談
い
の
わ

相
て
す
合

た
つ
ま
い

し
行
り
問

介
も
あ
各

紹
談
も
は

で
相
合
た

右
な
場
ま

う
る
一Ｉ

父
権
擁
護
相
談
小
Ｊ

相
続
・
贈
与
・
固
定
査
産
税
な

ど
税
金
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談

は
、
束
京
地
方
税
理
士
会
柏
支
部

我
孫
子
地
区
の
税
理
士
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
月
第
３
金
暇
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
（
そ
の

週
の
月
峨
日
か
ら
予
約
受
付
）

（
税
務
相
談
小

毎
月

第
３
金
曜
日

改
善
・
解
決
を
図
り
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
月
第
４
月
峨
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時

（
た
だ
し
、
廻
月
は
第
１
月
峨
日
）

人
権
擁
謹
相
談
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
堀
さ
れ
た
人
権
擁
謹
委
員

が
対
応
し
ま
す
。

最
近
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
〃
い
じ
め
″
問
題
を
は

第毎 人
権
擁
護
相
談

税
務
相
談

相談 日相談
(場所）

内 容 問い合わせ
4月
月

曜

|日

時間(昼休みを除く）

毎週月･水峨日と
第1．3 金 曜 日

市民生活課

窓(85)1111
内 線 3 2 9

消費生活

(市民生活課）

契約、クレジット、訪

問販売などのトラブル10:00～15:00

市民生活課

冠(85）1111
内 線 3 3 0

毎月第2月雌日 交通事故の示談や保険

請求に関する相談

交通事故
(市民相談室） 10:00～15:00

毎月第1.2金蝿日 じ
め
、
差
別
な
ど
人
権
を
侵
害
す

る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
月
第
４
月
曜
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

（
た
だ
し
、
哩
月
は
第
１
月
曜
日
）

圏
問
い
合
わ
せ
上
記
相
談
は
、

健康相談
(つつじ荘）

主に60歳以上の方を対

象に血圧測定、健康に

関する相談

今
年
、
月
１
日
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
５
年
に
１
度

行
わ
れ
る
国
の
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て
の
皆

さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
調
査
実
施
に
伴
う

調
査
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
秋
極
的
な
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
調
査
内
容
担
当
調
査
区
域

内
の
世
帯
名
簿
・
調
査
区
要
図

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

10:00～11:30 保健センター

窓(87)1131 国
勢
調
査
員
を
募
集

毎月第2水I1班日健康相談
(西綱馳ｾﾝﾀー ） 10:()0～11：30

Ｉ
ご
応
募
く
だ
さ
い
Ｉ

家庭児童相談室
冠(85）1111
内線352

毎週月～金I曜日 非行、登校拒否など子

どもに関する悩み

家庭児童
(児童保育課） 1():00～16:00 ￥

①毎月第1金曜日
②毎月第3金曜日

お酒に関することで、
お悩みの方や家族に対
しての助言・指導

酒害

縦臓ｼ;二）
保健センター

壷(87)1131いずれも13:30~15:00
い
ず
れ
も
広
報
広
聴
課
市
民
相
談

係
云
（
鋸
）
１
１
１
１
内
線
３
１
１

ま
た
は
壷
（
配
）
坐
鈩
レ
シ
ヘ

※
各
種
相
談
を
ご
利
用
に
な
る
際

は
、
広
報
あ
び
こ
毅
終
面
の
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
上
記
相
談
は
昼
休
み
を
除
く
）

の
作
成
、
調
査
票
の
配
付
・
回

収▼
資
格
秘
密
を
守
り
、
責
任

を
も
っ
て
調
査
を
行
え
る
加
歳

以
上
の
方
（
税
務
・
警
察
や
選

挙
に
直
接
関
係
し
て
い
な
い
方
）

▼
募
集
人
員
約
３
５
０
名

▼
鯛
査
期
間
９
月
下
旬
か
ら

、
月
上
旬

▼
報
酬
約
４
万
円
（
調
査
世

帯
数
に
よ
り
前
後
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
で
文
書
課
統
計
係
愛
芭

１
１
１
１
内
線
２
２
９

友人関係、家族、生計
近隣問題など心配ごと
全般

毎月第1･3･5月暇日 社会福祉協議会

冠(84)1539

心配ごと
(社会福祉協議会） 9:00～15:00

社会教育課

(少年センター）
冠(84)1900

毎週月～金蝿日 学校生活、いじめ、異

性交友、性の悩みなど
青少年悩み
(教育委員会）

’
9:00～16:00

’
結婚相手の紹介など結

婚に関する相談

社会福祉協議会

竃(84)1539

第1．3日噸日
結 婚
(社会福祉協議会） 10:00～14:00

’
’

下総基 地 の 米 軍 機 使 用 絶 対 反対

イ
ベ
ン
ト

開
催
日

６
月
佃
日
（
日
）
午
前
川
時
か
ら

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は
鱒
日
）

期
間
６
月
Ⅲ
日
（
日
）
か
ら
泌
日
（
日
）
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児
童
手
当
、
特
別
給
付
の
受
給

者
は
現
況
届
を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
届
け
に
よ
り
受
給

者
の
所
得
状
況
や
児
童
の
謹
育
状

況
を
確
か
め
、
６
月
か
ら
の
支
給

額
を
決
定
し
ま
す
。
も
し
、
手
続

き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
受
給

黄
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
か
ら
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
た
に

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
さ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
現
在
受
給
中
の
方
に
は
用
紙
を

送
付
し
て
い
ま
す
）

◎
現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

▼
受
付
期
間
今
日
か
ら
６
月
鋤

日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
土
・
日
畷

日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
児
童
保
育
課
児
童

’

児
童
手
当
・
特
例
給
付

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

ユ

１
１

家
庭
係
。
な
お
、
各
支
所
で
も
次

の
と
お
り
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
。

＊
つ
く
し
野
支
所
６
月
過
日

（
火
）
午
後
１
時
釦
分
か
ら
４
時

＊
湖
北
台
支
所
６
月
皿
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時

か
ら
４
時

＊
湖
北
支
所
６
月
晦
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
正
午
、

＊
布
佐
支
所
６
月
お
日
（
木
）
午

後
１
時
釦
分
か
ら
４
時

◎
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
へ

▼
受
給
資
格
市
に
住
民
登
録

（
外
国
人
登
録
）
し
、
児
童
手
当

ま
た
は
特
例
給
付
所
得
制
限
限
度

額
（
下
表
参
照
）
未
満
で
、
３
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

▼
支
給
月
額
１
子
目
・
２
子
目

：
・
各
５
０
０
０
円
３
子
目
以
降

ざ

…
各
１
万
円

▼
支
給
開
始
月
申
講
手
続
き
の

翌
月
分
か
ら

▼
申
謂
手
続
き
次
の
も
の
を
用

意
し
、
児
童
保
育
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
②
請
求
者
名
義
の
銀
行

口
座
（
郵
便
局
を
除
く
）
③
請

求
者
が
国
民
年
金
加
入
者
は
年
金

の
記
号
・
番
号
、
被
用
者
年
金

（
厚
生
年
金
等
国
民
年
金
以
外
の

▼児童手当・特例給付所得制限表
平
成
７
年
分
の
所
得
税
と
個
人

住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の
特
別

減
税
が
、
す
で
に
納
付
さ
れ
た
額

の
還
付
や
こ
れ
か
ら
納
付
す
る
税

額
の
減
額
等
の
方
法
で
行
わ
れ
ま

す
。

所
得
税
の
減
税

所
得
税
の
減
税
は
、
平
成
７
年

分
納
税
者
を
対
象
に
年
税
額
の
巧

誘
相
当
額
（
５
万
円
を
限
度
）
を

減
税
さ
れ
ま
す
が
、
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は

前
倒
し
し
て
、
毎
月
の
徴
収
額
を

減
額
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

控
除
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
竜

①
給
与
所
得
者
で
扶
養
控
除
等
申

告
番
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
１

月
か
ら
６
月
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

平
成
７
年
分
所
得
税
と
市
・
県

民
税
の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
ま
す

公
的
年
金
）
加
入
者
は
勤
務
先
の

事
業
主
に
よ
る
年
金
加
入
証
明
書

ま
た
は
年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証

④
平
成
７
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
役

所
が
発
行
し
た
平
成
７
年
度
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

へ
申
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
６
年
度
の
申
請
で
所
得
超
過
に

よ
り
却
下
さ
れ
た
方
や
６
年
中
に

扶
菱
児
童
が
増
え
た
方
は
、
６
年

中
の
所
得
で
の
審
査
が
あ
り
ま
す

の
で
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係
壷
（
蓮
１
１
１
１

源
泉
徴
収
額
の
狙
許
（
２
万
５
０

０
０
円
を
限
度
）
を
６
月
に
給
与

支
払
い
者
か
ら
還
付
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
に
よ
り
所
得
額
が

確
定
し
た
時
点
で
年
税
額
の
巧

誘
相
当
額
か
ら
還
付
済
み
の
額
を

差
し
引
い
た
額
を
控
除
し
ま
す
。

②
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し

て
い
る
公
的
年
金
の
受
給
者
は
、

年
２
回
に
分
け
て
還
付
が
行
わ

れ
、
確
定
申
告
で
最
終
的
な
精
算

が
行
わ
れ
ま
す
。

③
事
業
所
得
者
等
は
予
定
納
税
や

確
定
申
告
時
に
控
除
さ
れ
ま
す
。

◎
所
得
税
…
柏
税
務
署
竃
（
妬
）
２
３
２
１

．
市
。
県
民
税
…
市
役
所
課
税
課
窓
（
開
）
１
１
１
１

⑥
⑨
③
⑳
⑥

医
療
費
の
伸
び
率
が
国
民
健
康

保
険
税
の
税
収
の
伸
び
率
を
上
回

る
状
態
が
続
き
、
市
の
国
民
健
康

保
険
会
計
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
茜
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
国

の
賦
課
限
度
額
基
準
が
釦
万
円
か

ら
誕
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
市
で
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
増
額
や
事
務
の
効
率
化

な
ど
、
内
部
努
力
に
よ
り
税
率
や

賦
課
限
度
額
前
方
円
）
を
、
現

状
の
ま
ま
据
え
鐙
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
低
所
得
世
帯
の
保

険
税
負
担
軽
減
の
た
め
の
判
定
基

準
所
得
額
を
、
国
の
改
定
に
伴
い

瓢
万
円
を
詔
万
円
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。

◎
納
付
期
限
内
の
納
付
を

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限
日

市
。
県
民
税
の
減
税

個
人
住
民
税
の
減
税
は
、
所
得

割
額
の
巧
計
相
当
額
（
２
万
円
を

限
度
）
を
控
除
し
ま
す
。
控
除
の

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
方
は
減
税
額

を
ｎ
回
に
分
け
て
７
月
以
降
の
徴

収
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

②
普
通
徴
収
で
住
民
税
を
納
め
て

い
る
事
業
所
得
者
や
年
金
受
給
者

な
ど
の
方
は
、
第
１
期
分
の
納
付

額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
・
限
度
額
は
据
え
置
き
に

１
国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
Ⅱ

が
金
融
機
関
の
休
日
に
当
た
る
と

き
は
、
そ
の
翌
日
が
納
期
限
の
日

と
な
る
た
め
に
、
平
成
７
年
度
の

納
期
限
日
は
左
表
の
日
程
と
な
り

ま
す
。
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
納
付
は
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

「
口
座
振
替
」
に
す
る
と
納
付

／~、
市
内
全
域
は
、
無
秩
序
な
市
街

化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化

を
図
る
た
め
、
「
市
街
化
区
域
」

と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
に
お

い
て
ば
都
市
計
画
法
に
よ
り
次

の
行
為
が
制
限
き
れ
て
い
ま
す
。

の
建
築
物
の
新
築
、
簡
単
な
概
造

▼斗城7年度国保曾獅期限日

等
を

物
力

築
協

建
ご

度
に

年
査

ァ
調

成
態

平
実

一
一

市
街
化
調
整
区
域
内
の
建
築
制
限

存
知

期間：6月10日(土)から30日(金)まて

の
も
の
や
物
置
・
作
業
小
屋
な
ど

の
建
築
行
為

②
建
築
物
の
建
築
を
目
的
と
し
た

土
地
の
造
成
（
開
発
行
為
）
な
ど

の
行
為

ま
た
、
例
外
的
に
一
定
の
要
件

が
整
え
ば
、
許
可
等
を
受
け
て
建

築
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ

り
ま
す
が
《
許
可
等
を
受
け
た
人

市
で
は
建
設
省
や
県
に
協
力
し

て
６
月
、
日
主
）
か
ら
知
日
（
金
）

ま
で
平
成
７
年
度
「
建
築
物
等

実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昨
年
１
年
間
の

建
築
物
及
び
住
宅
の
建
築
状
況
等

を
調
蚕
し
、
国
や
県
の
住
宅
行
政

の
基
礎
査
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間

中
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間
６
月
、
日
か
ら
即
日

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
建

築
指
導
係
容
（
蓮
１
１
１
１

以
外
の
方
が
使
用
し
た
り
用
途
変

更
等
を
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し

て
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
内
で
違
法
な

建
築
行
為
を
行
う
と
都
市
計
画
法

に
よ
り
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
開

発
審
在
係
毒
（
理
１
１
１
１

公
共
下
水
道
整
備
工
率
一
華
到
に

伴
い
、
次
の
区
域
が
４
月
か
ら
下

水
道
処
理
区
域
と
な
り
ま
し
た
。

処
理
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

工
事
を
な
る
べ
く
早
め
に
行
っ
て

〃
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
障
害
を
も

つ
方
の
健
康
・
生
活
能
力
の
維
持

向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

住
み
憧
れ
た
地
域
で
、
交
流
を

深
め
な
が
ら
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
。
場
所
別
表
参
照

▼
内
容
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

▼
対
象
市
内
在
住
の
障
害
を
持

つ
方
お
よ
び
如
歳
以
上
で
運
動
不

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

下水道処理区域

が広がります

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

一

ｰ
1

接続工事はお早めに鼻

▼地域リハビリ教室6月の日程
な
お
、
市
で
は
く
み
取
り
便
所

を
改
造
し
て
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
場
合
如
万
円
、
浄
化
櫓
を
取

り
壊
し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
場

合
加
万
円
ま
で
の
焚
用
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
区
域
根

戸
字
雨
久
保
・
字
北
ノ
内
、
白
山

１
丁
目
巧
番
、
つ
く
し
野
１
丁
目

１
番
か
ら
４
番
・
６
番
・
溺
番
、

本
町
２
丁
目
４
番
・
５
番
、
並
木

７
丁
目
９
番
か
ぢ
暉
番
、
天
王
台

１
丁
目
巧
番
か
ら
配
番
、
天
王
台

４
丁
目
７
番
か
ら
、
番
、
束
我
孫

埼
認
灘
鶏
洲
艤
久

▼
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課
管
理
一

係
云
（
理
１
１
１
１
内
線
５
３
５
’

足
の
方

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
当
日
各
会
場
で
受

け
付
け

▼
問
い
合
わ
せ
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
壷
（
銘
）
０
１
４
１

行薮改革市民推進
謹霊委員会委員を募集

を
行
喰
新
た
な
行
政
改
革
の

指
針
を
作
成
し
、
計
画
的
に
改

革
し
て
い
く
予
定
で
す
。

指
針
の
策
定
・
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
市
民
の
代
表
者
等
で

椛
成
さ
れ
る
行
政
改
革
市
民
推

進
委
員
会
を
設
澄
し
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

こ
の
市
民
推
進
委
員
会
に
参
一

加
し
て
い
た
だ
く
方
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
の
で
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員
２
名

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

応
募
に
当
た
っ
て
の
意
見
・
提

言
等
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
に
ま
と
い
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

の
記
し
、
６
月
加
日
（
火
・
必
請
）

率
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
総
務

財
部
人
事
課
壷
（
題
１
１
１
１
へ

検
郵
送
ま
た
は
持
参

５
人
目
以
降
１
人
増
す
ご
と
に
訓
万
円
加
算

4

２
６
８
万
６
０
０
０
円

４
４
７
万
８
０
０
０
円

3

２
３
８
万
６
０
０
０
円

４
１
７
万
８
０
０
０
円

2

２
０
８
万
６
０
０
０
円

３
８
７
万
８
０
０
０
円

1

１
７
８
万
６
０
０
０
円

３
５
７
万
８
０
０
０
円

０
人

１
４
８
万
６
０
０
０
円

３
２
７
万
８
０
０
０
円

ﾛ

扶
養
人
数

児
童
手
当

特
例
給
付
I

期別

第1期

竺一一

第3期

第4期

第5期

第6期

第7期

第8期

第9期

第10期

年

平
成
７
年

平
成
８
年

納期限日

6月30日(金）

7月31日(月）

8月31日体）

10月2日(月）

10月31日(火）

11月30日(木）

12月25日(月）

1月31日(水）

2月29日(木）

4月1日(月）

珊所

保健センター

天王台北近隣センター

布佐南近隣センター

新木近隣センター

西部福祉センター

日

5日(月）

12日(月）

14日(水）

19日(月）

28日(水）

時 間

午後1時30分から3時

(受付は1時から1時30分）

午前10時30分から正午(受付は10時から10時30分）
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こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
６
月
配
日
（
金
）
午
前
９

時
訓
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
嘔
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
妬
ミ
リ
映
写
「
母
と

子
の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
訓
分
か
ら
ｎ

時
釦
分
（
第
２
回
目
の
み
午
後
１

時
か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
華
記

用
具
は
毎
回
、
第
１
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
使
里

第

ブ
ラ
シ 健北

台
１
の
枢
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

（
師
）
１
１
３
１

し診療時間午前9時から午後5時

，持参するもの保険証と診療費

セ
ン
タ
ー
で

◆

－

ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

栄
養
・
歯
科
・
育
児
な
ど
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で

″
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
６
月
６
日
、
過
日
、
釦

り

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
父
親
、
母
親
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
＊
６
月
１
日
（
木
）
：
．
平

成
５
年
ｎ
月
１
日
か
ら
皿
日
生
ま

れ
＊
６
月
８
日
（
木
）
・
・
・
平
成
５

年
、
月
巧
日
か
ら
加
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

日
、
”
日
の
毎
週
火
曜
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
巧
分

か
ら
９
時
錨
分
…
平
成
７
年
２
月

生
ま
れ
（
通
知
い
た
し
ま
す
）
＊

午
前
９
時
蛎
分
か
ら
、
時
鋤
分
…

０
か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
ｕ
か
月
用
）
を
利
用
し
て
、
医

療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

二

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
巻

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

▼
対
象
平
成
７
年
１
月
生
ま
れ

お
よ
び
４
歳
未
満
で
一
度
も
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

▼
日
程
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

．
・
・
６
月
６
日
（
火
）
＊
判
定
Ｂ
Ｃ

Ｇ
・
・
・
６
月
８
日
（
木
）

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１
時
巧

分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

、 の
乳
幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２

回
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
１
回
目
投
与
・
・
・
平
成
６

年
哩
月
以
前
生
ま
れ
２
回
目
投

与
…
平
成
６
年
９
月
以
前
生
ま
れ

（
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
６

週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
）

▼
日
時
６
月
”
日
（
火
）
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
嘔
分
受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

印
鑑
（
個
別
接
種
の
み
）

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

個
別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
で
き

る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
肩
こ
り
腰
痛
教
室
日
程

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す

（
対
象
児
に
限
り
ま
す
）
。

▼
日
時
６
月
晦
日
（
木
）
受
付
は

午
前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
対
象
平
成
４
年
、
月
生
ま
れ

（
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

’ 夢

4

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必
要

な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
鑑
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

１
１

▼
日
時
６
月
犯
日
（
木
）
午
後
１
▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

時
か
ら
２
時
談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

あ
る
狙
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
尿
、
▼
日
時
毎
月
第
２
火
曜
日
（
、

３
歳
児
健
康
診
査
票
月
を
除
く
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

は
通
知
し
ま
す
）

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

巴

5

Ｉ

ｊ

▼
仕
事
の
内
容
新
生
児
・
妊
産

婦
の
家
庭
を
訪
問
し
、
妊
娠
中
の

健
康
管
理
や
育
児
相
談
な
ど

▼
応
募
資
格
保
健
婦
ま
た
は
助

産
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

▼
募
集
人
数
若
干
名

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
《
柏
保
健
所
保
健
指
導
課
垂

（
師
）
１
２
５
５
へ

▼
日
時
６
月
８
日
（
木
）
午
前
９

時
か
ら

▼
対
象
手
足
の
ふ
る
え
等
の
神

経
・
筋
疾
患
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
申
し
込
み
電
話
で
６
月
５
日

（
月
）
ま
で
に
保
健
指
導
課
へ

談
に
応
じ
ま
す
（
蛎
託
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

、

／

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

4日

11日

18日

25日

病・医院名

我孫子聖仁会 病 院

佐藤内科医院

平和台病院

松 林 堂 医院

アビコ外科整形外科病院

原田医院

我孫子東邦病院

池内皮膚科クリニック

電話

88-3111

‘88-0934

89-1111

82-8002

84-7321

88-3231

82-8166

84-3525

第1回

第2回

第3回

6月2日

(金）

6月9日

(金）

6月16日

(金）

･妊娠中、産後の生活

･妊婦体操（実習）

･産科医の話（妊娠中の異備

とお産の経過）

･妊婦体操（復習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）
･妊娠中の栄養

･赤ちゃんの養謹

育
児
相
談

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

小
児
マ
ヒ
生
ワ

（
ポ
リ
オ
）

ク
チ

役

与ン

６
月
４
日
（
日
）
か
ら
Ⅲ
日
（
土
）
ま
で

歯
の
衛
生
週
間

夜間の急病のときは

言上奮麦狂(Sﾌ)1141

霞
ル
ク
川
副
型
図
応
‐

び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

個 別 接 種

日
本
脳
炎
生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し

’ん

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
・
麻
疹
接
種
後
に
１
回
接
種

三
種
混
合

－

破百ジ

慨:；
風きア
仁一〃

生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
肥
月
か
ら
卯
月
．
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

日程

6月6日

(火）

6月13日

(火）

6月20日

(火）

6月27日

（火）

主な内容

･身近な健康法（鯖）

･体操（深呼吸・体を動か
す雅本）

･食躯鰺断

栄養のバランスをとるた
めに

｡正しい歯のみがき方と歯

そうのうろうの予防

･閥こり腰捕予防の体操

･刑こり腰捕予防の休猟
(体の状態をみながら体操

を行います）

肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

ム
シ
歯
予
防
教
室

－

お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
「
糖
神
衛
生
相
談
」
は
、

都
合
に
よ
り
お
休
み
し
て
い

ま
す
。
始
ま
り
次
第
広
報
あ

び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

栄
養

談

乳
幼
児
発
達
相
談

療
育
相
'談

３
歳
児
健
康
診
査

心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
醗

神
経
一

語
病
相
談
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静
か
な
雨
の
１
日
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
ま
じ
め
に
．
：
。
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）

＊
生
き
る
ヒ
ン
ト
－
．
２
（
五
木

寛
乙
＊
運
命
を
擁
く
申
村

毒
蝿
）
＊
こ
れ
か
ら
、
年
蛎
し

ゆ
さ
お

み
の
発
見
（
船
井
幸
雄
）
＊
淀

こ
ろ
の
日
暇
日
１
．
２
（
菅
野
泰

ぞ
う唾

＊
藻
的
全
蜜
享

め
（
斉
藤
茂
太
）
＊
無
器
用
を

武
器
に
し
よ
う
乱
朧
総
一
郎
）

＊
女
が
如
代
に
し
て
お
く
こ
と

し
も
じ
ゆ
う
あ
さ
こ

（
下
重
暁
子
）
＊
三
十
代
か
ら

「
自
分
」
を
生
か
す
心
理
学
（
秋

山
さ
と
子
）
＊
ゆ
う
ゆ
う
人
生

輪
（
ひ
ろ
さ
ち
や
）
＊
死
ぬ
ま

し
噂
た

で
に
な
す
べ
き
こ
と
続
（
式
田

和
子
）絵

本
を

お
誌
・
こ

ま
す
。４

歳
か

密
市
民
図
書
館

殿
湖
北
台
分
館

韻
布
佐
分
館

⑬
移
動
図
書
館

図
書
案
内

『
雨
の
日
の
読
書
』

■

は
な

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

銃
ん
だ
り
、
た
の
し
い

わ
い
お
話
を
し
た
り
し

図
書
館

だ
よ
り

ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

息

壷
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

霊
（
師
）
０
９
０
９

子
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
集
ま
れ
ノ

▼
日
程
＊
６
月
１
日
（
木
）
・
・
・
市

民
会
館
第
４
会
議
室
＊
６
月
８

日
（
木
）
…
布
佐
分
館
お
は
な
し
の

へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
訓

分◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
水
彩
画
Ⅱ

つ
る
ぞ
の

▼
作
品
・
作
者
湖
北
駅
…
鶴
薗

弘
子
潅
籍
鑓
ね
忽
鋤
北
け
や
き
並

木
…
高
野
瀬
恒
吉
（
若
松
）
湖

北
台
公
団
住
宅
：
庄
田
罐
予
（
つ

く
し
野
）
湖
北
台
分
館
図
書
館

…
片
桐
斉
子
（
柏
市
遜
咽
季
）

湖
北
駅
前
風
最
…
柳
世
代
子
（
寿
）

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

，そよガせ号(:書鯖:)S月の日程(蕊）
睡亟口 ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所

湖北湖北地区公民館

中 峠 中峠地田谷公園

青山台柴崎台4号公園

平和 台布 佐南近隣センター

新木野新木児童公圃

久寺 家久寺家あけぼの公園

つくし野東急ショッピングセンター裏

天王 台東天王台東児童公園

天王台西浅野谷3号公園

白山三洋電機社宅入口

並 木 丸石家具駐車場

台田台田池尻公園

根戸根戸近隣センター

つくし野東急ショッピングセンター裏

ｊ後
別
別
㈹
如
伽
妬
叩
訓
叩
巧
叩
叩
如
叩

午
上
猷
４
欧
止
な
４
段
４
欧
獣
堆
歎
仁

〃
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
加
加
加
加
加
加
加
加
汕
訓
釦
刎
加
加

時
１
２
３
２
３
２
３
２
３
１
２
３
２
３

7水

木 8

■■■■■

◎
イ
ン
デ
イ
ア
カ
大
会

▼
日
時
６
月
ｎ
日
（
日
）
午
前
８

時
鋤
分
受
付

▼
場
所
市
民
体
育
館

▼
種
目
一
般
男
女
、
如
歳
以
上

の
男
女
（
４
人
制
、
登
録
は
７
名

ま
で
）

▼
参
加
蜜
１
０
０
０
円

金 9

>一◎
布
佐
分
館

Ⅱ
折
り
紙
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
季
節
の
中
で
．
：

折
り
紙
を
楽
し
む
会
（
久
寺
家
）

囮
展
示
期
間
６
月
１
日
（
木
）
か

ら
廻
日
（
日
）

－〈 休館のお知らせ

県
民
の

参
加

市民図書館は、蔵書点検のため、次

のとおり休館します。

シ期間＊市民図書館本館…6月6日

(火)から16日(金)＊湖北台･布佐分館、

そよかぜ号…6月20日(火)から30日（金）

惨問い合わせ市民図書館壷(84)1110

水 14

15木

金 16

者呈▼
申
し
込
み
〈
ガ
キ
に
チ
ー
ム

名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
参

加
種
目
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
を
明
記
し
、
６
月
６
日

（
火
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１

６
８
４
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

▼
日
時
６
月
７
日
（
水
）
、
皿
日

（
水
）
、
刀
日
（
土
）
、
い
ず
れ
も
午

前
、
時
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合

前
号
（
２
）
面
、
年
に
一
度

は
各
種
検
診
の
受
診
を
の
記

事
中
、
大
腸
が
ん
検
診
の
日

程
、
日
は
、
月
の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

「
気
負
わ
ず
、
休
ま
ず
、
自

然
体
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
活

動
し
て
い
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
か
け
は
し
の
会
」
の
皆

さ
ん
。昨

年
２
月
、
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
鱗
習
会
」
に
参
加
し

た
仲
間
が
、
「
識
習
会
で
学
ん

お
詫
び
と
訂
正

一
歩
一
歩
福
繩
”
輪
を
広
伽
た
、

念
行
事

蟇
集

⑲

ボランティア

かけはしの会

は
中
止
）

▼
場
所
湖
北
台
中
央
公
園

▼
参
加
費
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
、
直
接
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
壷
（
蓮
１
１
５
１

県
で
は
、
「
ち
ぱ
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
事
業
」
と
し
て
、
自

然
保
謹
や
環
境
調
査
、
清
掃
・
美

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
地
域
に

根
ざ
し
た
環
境
保
全
活
動
を
自
主

的
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

対
し
て
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団

体
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
環

境
保
全
係
云
（
理
１
１
１
１
内
線

５
６
８

、
ラ
ン
テ
イ
ア
育
成
ノ

ボ
－
１
事

霊
誰
艤

境環だ
こ
と
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
に

貢
献
し
た
と
と
会
を
結
成
。

現
在
、
会
員
は
超
名
。
職
業
は

主
婦
を
中
心
に
定
年
退
職
し
た
方

や
学
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
活
動
は
、

同
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
地
域

リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
は
じ
め
、
湖
北

地
区
公
民
館
・
市
民
会
館
で
の
陶

芸
・
書
道
・
絵
画
な
ど
、
自
主
グ

ル
ー
プ
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
。「

初
め
は
、
何
か
ら
お
手
伝
い

を
し
た
ら
い
い
の
か
》
ど
う
声
を

か
け
た
ら
な
ど
、
と
ま
ど
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
障
害
者

の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
、
ン
ヨ

ン
も
ス
ム
ー
ズ
に
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。

会
を
結
成
し
て
、
ま
だ
１
年
足

ら
ず
で
す
が
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

泡

シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み
会
な
ど
の
行

事
に
も
参
加
し
、
活
動
も
徐
々
に

軌
道
に
乗
り
始
め
て
き
た
。

定
例
会
は
年
に
４
回
行
わ
れ
、

会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
へ
活
動
の
様
子
や
問
題
点
な
ど

を
話
し
合
う
。
ま
た
、
障
害
者
の

カ
ル
メ
ン
の
情
熱
と
ア
ン
ダ

ル
シ
ア
の
郷
愁
を
も
つ
国
ス
ペ

イ
ン
で
、
１
９
８
２
年
に
結
成

ｽペｲﾝ聖／iグーﾁｵ
ｰk

少年少女合唱団
ゴ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ー ー

コンサニドを開催

さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
聖
イ
グ
ナ
チ

オ
少
年
少
女
合
唱
団
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
市
民
会
館
で
開
催
し
ま

す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
７
月
お
日

（
主
開
場
…
午
後
２
時
訓
公

開
演
。
：
３
時
、
市
民
会
館

▼
入
場
料
Ｓ
席
２
５
０
０
円

Ａ
席
２
０
０
０
円
（
指
定
席
）

Ｂ
席
１
５
０
０
円
（
自
由
席
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ

ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、

石
川
春
光
堂
、
あ
び
こ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ

ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民
会
館
内

売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
書
館
湖
北

台
・
布
佐
分
館
、
中
央
公
民
館
、

柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、
取
手

と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
容
（
唖
１
１
５
１

方
か
ら
〃
あ
り
が
と
う
″
と
、
お

礼
の
手
紙
が
届
い
た
と
き
は
み
ん

な
満
面
笑
み
が
．
：
。

「
ま
だ
ま
だ
１
年
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
が
、
背
の
び
せ
ず
一
歩

一
歩
地
域
福
祉
の
輪
を
広
め
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
代
表
の
潤
賀

さ
ん
。

只
今
、
会
員
募
集
中
．
：
。
男
性

の
方
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▼
代
表
輝
鋤
康
成
壷
（
理
３
８

９
６

一一■■bI＝一一■■
■■
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Ⅱ
漣
り
ま
す
Ⅱ

▼
無
料
で
＊
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

の
マ
ッ
ト
〈
矢
花
霊
（
鑓
）
２
６
０

８
〉
＊
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
富
士

通
９
４
５
０
）
〈
毒
姉
垂
（
記
）
２

７
７
７
〉
＊
ベ
ッ
ド
鐸
唾
雌
霊

（
魂
）
１
０
９
５
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
自
転
車
天
人
里
・
掃
除
機

短敬 俳句
山本寛 太 選 染谷杲径選

菜
の
花
の
明
る
く
帯
な
す
土
手
沿
ひ
に
川
の
流
れ
も

風
も
や
さ
し
く

篠
田
ま
き

青
葉
若
葉
の
匂
ひ
漂
ふ
朝
霧
の
山
の
み
ち
行
く
春
も

す
ぎ
む
と

染
谷
新
一

帰
ら
ざ
る
わ
が
蓉
鍵
の
名
を
呼
び
て
捜
し
歩
き
ぬ
家

々
の
庭
小
出
礼
子

老
い
て
病
め
ば
心
も
病
み
て
式
鐸
に
身
に
ぞ
池
み
入

や

る
夜
半
の
雨
音
ご
高
沢
千
代
子

遊
び
つ
か
れ
麺
ね
し
幼
な
児
時
を
り
に
莞
む
は
夢
に

て
な
ほ
遊
べ
る

小
林
直
江

明
け
暮
れ
を
老
い
の
歩
み
の
沼
く
り
に
蕊
謡
嚇
え
た

ち
倉
ず
め
る
山
口
罐
夫

さ
は
や
か
に
肌
に
触
れ
ゆ
く
初
夏
の
風
夕
べ
湯
浴
の

あ
と
の
ひ
と
と
き

林
絹
子

平
成
に
な
じ
め
ぬ
吾
は
指
を
り
て
父
の
年
忌
を
昭
和

に
数
ふ
須
釜
責

や
ぷ
さ

峰
蕊
松
の
み
ど
り
萌
え
た
つ
八
ツ
房
の
鉢
の
古
木
に

心

な
お
つ
ぐ

》
錘
唖
》
率
立
つ
鉄
路
神
ま
せ
て
貨
物
列
車
は
連
ざ

有
馬
尚
二

か
り
行
く
須
田
博

ど
の
路
地
も
炉
緯
し
頃
や
月
見
草
海
老
原
千
代
子

教
師
一
生
今
沼
の
辺
に
つ
く
し
摘
む
三
谷
和
夫

曄
綜
の
鳴
い
て
深
山
は
淋
し
か
り
小
林
光
江

ぼ
け
封
じ
舞
鐸
は
ず
み
四
月
馬
鹿
松
浦
白
梅

ぼ
うだ

と
し
て
沼
に
溶
け
入
る
さ
つ
き
雨
壁
谷
千
鶴
子

山
笑
う
山
に
似
合
い
て
嬢
奄
論
山
口
魁

縦
遼
の
山
羅
砿
に
捧
壷
か
れ
村
井
啓
子

新
緑
や
地
形
変
り
し
里
の
道
公
手
孝
嗣

見
率
な
る
藤
咲
く
庭
の
雨
し
づ
か
高
沢
千
代
子

大
鯉
の
生
み
つ
つ
は
た
く
春
の
水
田
中
栄
太
郎

騨
蔑
霊
議
鮮
蕊

召

（
４
３
０
ワ
ッ
ト
以
上
）
〈
湖
北

台
中
『
国
府
壷
魂
）
２
１
２
０
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
、
市

民
生
活
課
消
饗
生
活
係
で
、
遜
話

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
垂

露
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

－

、 ／

／
、

ひ

ろ

1歩戦

市
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ス
ペ
ア
リ
ブ
と
大
根
の
煮
物

豚
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
を
使
い
、
見
た
目
も
豪
華
で
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
の
煮
物
で
す
。
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
煮
込
め

ば
、
肉
も
軟
ら
か
く
な
り
お
い
し
く
出
来
上
が
り
ま
す
。

I

｡’ ’

●

最
近
、
道
路
や
緑
地
な
ど
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
多
く

見
か
け
ま
す
。

道
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
の
大
半
は
、
車
か
ら
の
ポ
イ

捨
て
に
よ
る
も
の
で
す
。

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、
新
た

な
ポ
イ
捨
て
を
生
み
、
私
た
ち

の
街
の
美
観
を
掴
な
う
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は

腐
敗
し
て
悪
臭
を
放
つ
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の

一
環
と
し
て
立
て
看
板
の
設
誼

や
、
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
一
人
ひ
と
り
が

責
任
を
持
ち
、
自
分
で
出
し
た

ゴ
ミ
は
、
最
後
ま
で
き
ち
ん
と

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

指
導
係
容
（
ｗ
）
０
０
１
５

P

、
／
囮
回
圀

ｇ
チ
々
ゅ
①
大
根
は
皮
を
む
い
て
乱
切
り
に

叩
ン
少
、
７

６
セ
》
よ
し
、
米
の
と
ぎ
汁
で
表
面
が
透
明

。
》
梱
恥
州
酢
萢
堯
飛
地
《
佳
汗
諏
売
耐
塞
計

”
２
・

”
幻
一
み
じ
１
．
５
杯
を
入
れ
て
ス
ペ
ア
リ

マ
ー
や
“
ブ
を
妙
め
、
焼
き
色
が
つ
い
た
ら

瞬
錐
繧
蝿
取
り
出
す
。
次
に
、
下
ゆ
で
し
た

．
．
．
・
大
根
を
入
れ
、
軽
く
妙
め
る
。

／

、
③
②
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
と
大
根
を
鍋

圖
圓
《
４
人
分
）
に
入
れ
葱
寛
え
隠
れ
す
る

く
ら
い
ま
で
水
を
加
え
る
。

５
月
型
日
（
日
）
、
「
み
ん
な
で

つ
く
る
街
、
共
に
生
き
る
街
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
猫
回
「
あ
び
こ
福

祉
ま
つ
り
」
が
手
賀
沼
公
園
多
目

的
広
場
で
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

隙
，害

第者

I

の
大
変
さ
を
身
を
も
う
て
実
感

化
回
「
福
一
祉
ま
つ
り

広瀬広子さん
（新木）

び
④
中
火
で
熱
し
、
出
て
き
た
あ
く

を
お
玉
な
ど
で
す
く
い
取
る
。

⑤
あ
く
が
出
な
く
な
っ
た
ら
火
を

弱
め
、
砂
糖
、
酒
そ
れ
ぞ
れ
大
さ

じ
３
杯
、
み
り
ん
大
さ
じ
２
杯
、

し
ょ
う
ゆ
大
き
じ
６
杯
を
加
え
る
。

⑥
弱
火
で
、
１
時
間
以
上
煮
込
み
、

味
を
し
み
込
ま
せ
る
。

⑦
肉
が
十
分
に
軟
ら
か
く
な
っ
た

ら
火
を
止
め
で
誇
喧
盛
り
、
上
に

塩
ゆ
で
し
た
絹
さ
や
を
散
ら
し
て

出
来
上
が
り
。

※
煮
返
す
と
味
が
し
み
て
よ
り
お

い
し
く
な
り
ま
す
。
多
め
に
作
っ

て
翌
日
に
も
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
ス

ペ
ア
リ
ブ
の
か
わ
り
に
、
鳥
の
モ

モ
肉
や
牛
の
角
切
り
肉
を
使
っ
て

も
、
お
い
し
く
で
き
あ
が
り
ま
す
。

当
日
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

福
嶋
浩
彦
市
長
は
「
共
に
支
え
あ

え
る
福
祉
の
充
実
に
努
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

会
場
で
は
、
福
祉
団
体
釦
団
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た

陸
真
つ
す
ぐ
に
進
む
の
は
大
変

▲
会
場
と
一
体
と
な
り
合
唱
す

る
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
』

あ

れ

手
作
り
品
の
模
擬
店
や
パ
ネ
ル

展
示
等
で
、
福
祉
活
動
へ
の
理

解
を
訴
え
、
ま
た
、
今
年
は
青

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

初
め
て
手
話
を
交
え
た
大
合
唱

を
披
露
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
も

一
体
と
な
り
歌
声
や
手
話
で
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
車
い
す
や

ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
た
歩
行
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
常
者

に
は
何
で
も
な
い
段
差
や
坂
も

車
い
す
や
目
の
不
自
由
な
方
に

は
大
変
な
障
害
と
な
る
こ
と
を

身
を
持
っ
て
実
感
。
「
街
で
障

害
を
持
つ
方
を
見
か
け
た
と
き

に
は
、
手
助
け
し
た
い
』
と
口

毎
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
■
ロ
Ⅱ
１
‐
Ｉ

長期欠席児童。生徒のための
れ

･キャンプ
者募集

サマー
参 加

丁
△

菌

上 学
校
に
行
け
ず
に
悩
ん
で
い

る
あ
な
た
。
自
然
の
中
で
キ
ャ

ン
プ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

筑
波
山
登
山
、
飯
ご
う
炊
飯
、

う
ど
ん
打
ち
、
茨
城
県
自
然
博

物
館
見
学
な
ど
、
楽
し
い
行
事

を
と
お
し
て
、
新
し
い
自
分
を

発
見
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
７
月
週
日
（
木
）
か
ら

晦
日
（
土
）
、
２
泊
３
日

▼
場
所
あ
す
な
る
の
里
（
茨

城
県
水
海
道
市
）

▼
対
象
市
内
小
・
中
学
校
に

在
籍
し
、
学
校
に
行
け
な
い
で

悩
ん
で
い
る
児
童
・
生
徒
（
原

則
と
し
て
４
年
生
以
上
）

▼
参
加
愛
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

保
護
者
名
を
明
記
し
、
６
月
鋤

日
（
金
）
ま
で
に
我
孫
子
１
６
８

４
教
育
委
員
会
指
導
課
云
弱
）

１
１
５
１
へ

５
月
週
日
（
土
）
、
あ
い
に
く

の
曇
り
空
の
下
、
日
秀
新
田
近

く
の
水
田
で
赤
米
の
田
植
え
が

行
わ
れ
、
小
学
生
や
家
族
連
れ

な
ど
約
訓
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

赤
米
作
り
は
、
湖
北
座
会
が

湖
北
座
会
「
赤
米
」
の
田
植
え

■
”
■
ｒ

田
ん
ぼ
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

あ
び

こ

あ
れ

子
ど
も
た
ち
に
稲
作
の
楽
し
さ

や
大
変
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
今
年

で
７
回
目
。
今
回
は
赤
米
に
加

え
、
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
紫

し
え
る
う
み

米
（
血
糯
米
）
を
約
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
栽
培
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
は
田

ん
ぽ
に
入
る
の
を
た
め
ら
い
な

が
ら
も
、
ふ
く
ら
は
ぎ
ま
で
あ

る
ド
ロ
の
中
に
入
り
、
巧
彰
程

に
育
っ
た
苗
を
丁
寧
に
植
え
、

時
折
カ
エ
ル
を
見
つ
け
て
は
赦

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

紫
米
は
順
調
に
い
け
ば
９
月

に
、
赤
米
は
ｎ
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
収
穣
さ
れ
る
予
定
で
す
。

⑪あのころの ｡●の

こ

沼＝は＝
’
一
一

昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

４
月
調
日
・
鋤
日
の
両
日
、

第
ｎ
回
「
植
木
ま
つ
り
」
が
、

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
で
行

緑
の
基第あ

び’
金
に
Ｂ
万
４
２

刑
回
植
木

､

こ

『窮紡唾患蹴惣冨種朱希
あ

わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
松
本
助
役
は
、
「
年
々

緑
が
減
少
す
る
な
か
、
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
自
然
保
鍍

や
緑
化
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

ど
と
あ
い
さ
つ
。

イ
ベ
ン
ト
日
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
「
い
ち
に
ち
ど
う
ぶ
つ
村
」

で
佳
子
ど
も
た
ち
が
シ
ナ
ガ
チ

ョ
ウ
、
ア
ヒ
ル
、
リ
ス
な
ど
の
動

物
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ウ
ル
す
く
い
や
緑
の
ク
イ
ズ
な

ど
多
彩
な
催
し
に
、
両
日
大
勢
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
期
間
中
、
緑
の
基
金

に
は
廻
万
４
２
０
８
円
の
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｉ

０
８
円
の
寄
付

ま
つ
り

<昭和16年頃の湖北台付近の水田：撮影故中野治房氏（中里)＞

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲戦しています）

－
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国國○回孫子地区小学校7校
同PTA講演会

・
同
日
】
Ⅱ
一

伝曰時6月17日(土)、開場…午修日時6月2日(金)から4日

前9時15分、開演…午前9時45分（日）午前9時から午後5時（だだ

市民会館し、4日は午後4時まで）惨日時6月11日(日)午後1時修 場 所

伝内容や r心の『内』を聞く」一心伝場所中央公民館（入場無料）’場所・問い合わせ我孫子地区

か
ち
ゃ

し問い合わせ伊藤壷(82)3792中央公民館…志賀公(84)7386、湖を伝え合うために一
』遮＄すがはつ々う

伝講師大須賀発臓氏 北地区龍泉寺内…森山容(87)0800
ユ

し定員先着50名（受講無料）
巡回教育相談、

※当日は、手話通訳がつきます。伝日時・場所6月17日(土)午後1

ん
4

』 し申し込み．問い合わせ往復ハ1時30分開演、湖北地区公民館障害をもつお子さんの育児や教

ガキに住所、氏名、電話番号を明シ入場料無料育などでお悩みの方はお気軽にご
『

記し、6月10日（土．必着）まで少出演我孫子フィルほか利用ください。（相談無料）

に高野山198高野山小学校PTAし問い合わせ山下恋(88)1673伝申し込み「巡回相談申込書」一

画○○国
(障害福祉課･教育委員会に用意）文化部盆(83)3238へ

に必要事項を記入し､6月22日（木）

までに教育委員会学校教育課へ

※詳しくは、県特殊教育センター◎ACQUA（アクア）のフアミ

リーコンサート戸曰時毎月第2．4木曜日午前冠043(227)1166へ

し曰時6月10日(土)午後2時10時から正午まで

シ内容子どもから大人まで楽し似対象簡単な日常会話のできる

める懐かしのポップスや最新ヒシ方

ト曲及びアニメソングをバントミ演〃会費月額3000円

奏します。※場所及び申し込み方法等、詳し

⑬⑤⑨圃圃
シ定員200名(ファミリーコンサ＜は高畑壷(87)1914へ

－トに限り、事前申し込み必要）

▼緑の基金にと市民の方（匿名）◎リサイクルマーケット

伝曰時6月11日(日)午前10時か修日時6月11日(日)午後1時かから2万円、植木まつり会場で緑

ら午後4時(雨天時は18日に順延）ら4時までの墓金墓金箱に13万4208円の寄付

◎ミスターウオーカーの歩く人形伝場所干葉市文化センターがありました。

劇場シ対象福祉施設|こ就職希望の方▼海老原清治様（日秀）から社会回 国国凹
惨日時6月22日(木)午前9時し日時6月15日(木)＊第1回…し参加費無料福祉事業基金にと5万円の寄付が

し場所市民体育館午後1時、＊第2回･･･3時30分伝申し込み．問い合わせ直接、ありましだ。

屡日時6月18巳(日)から毎週日伝種目団体戦（当日くじ引きでシ内容ピーターパンの大冒険干葉県福祉人材センター壷043(24▼市民の方（匿名・布佐）から簡
易マザーズホームひまわり園に30

00円の寄付がありました。

▼さくら銀行天王台出張所様から

障害福祉課へ車いす1台の寄贈が

曜日、午前g時から11時(全5回、グループ分けをするので、1人で〃定員各回200名 8)1294へ

雨天の場合は順延）も参加可能）園参加費いずれも無料

伝場所市民体育館テニスコートし参加資格市内在住の家庭婦人囮場所いずれも手賀沼親水広場

伝対象初心者の方(高校生以上）し参加費1人900円（連盟加入画申し込み・問い合わせ電話で

傍定員40名（応募壱多数の場合者は600円）手賀沼親水広場壷(84)0555（電話

は抽選）シ申し込み・問い合わせハガキ受付は午前9時から午後4時30分）

●

ありました。

｜惨参加費’1000円に住所、氏名、電話番号を明記し、

倖申し込み6月11日(日)午前96月10日(土、必着)までに、つく
I

時から10時まで市民体育館テニスし野5の7の5山口和子壷(85)29レ日時6月10日(土)受付…午前

コートで受け付け。（雨天の場合62へ9時 8 0 分 か ら 1 0 時 、 終 了 … 午 後 3

時（雨天の場合は体育館）は市民体育館内で受け付け）

し問い合わせ教育委員会体育課 し場所我孫子第二小学校校庭

盆(85)1151世曰時6月15日(木)午前9時か伝内容ミニ運動会とリーダーと

ら午後4時、市民会館駐車場集合のレクリエーション

し見学先北千葉浄水場(流山市）し参加費1人300円

慢 日時6月9日(金)から7月31及び市水道局し持参弁当、おわん、はし、水

日(月)までの毎週月曜日または金シ定員先着40名（小学生以上）筒、ビニールシート

曜日午後1時30分から3時し参加費無科（弁当各自持参）し問い合わせ子ども会育成会運

し場所月曜日…新木近隣センタ伝服装歩きやすい服装及び靴絡協議会梅谷壷(83)2636

一、金曜日…布佐南近隣センターし申し込み．問い合わせ電話で

｜鯵参加費2000円(1会場8回分）市民生活課壷(85)1111内線329へ

し定員20名（定員を越えだ場合

時間を延長し、2部制とする）

伝申し込み・問い合わせ電話で

講習初日までに勝部冠(84)6372へ

惨日時＊第1回･･6月23日(金)、

＊第2回…6月30日(金)いずれも
暉易じ

け日時（
ぱLょて

し場所ラ
さんかひ

し参加費
しうこ

少申し込5
がつにら

6月13日（
墓うりめうBようかい

交流協会

3)1231へ

6胃18目(旨)牟箭10時
てんのう鰹､beた＆んりん

天王台北近隣センター

午後1時から3時30分まで

し会場柏保健所3階多目的室
えん錘0り＆うひふく

500円（材料費含む）シ申し込み・問い合わせ電話で
ことあ でんわ

込み・問い合わせ電話で
にらか あぴこしこくきい

日(火)までに我孫子市国際

柏保健所保健指導課云(67)1255へ

伝日時・場所6月25日(日)から

毎凋日曜日、午後2時から5時

(全5回）、我孫子第四小学佼

腰対象市内在住の家庭婦人

シ定員先着30名

し参加蓑1000円

腰申し込み・問い合わせハガキ

に「バレーボール教室」、住所、

氏名、年齢、電話番号を明記し、

6月10日（土・必着）までに根戸

1001の2の102大丼繁子垂(82)44

81へ

巴

｜

’
(AIRA）事務局盆(8

し日時6月18日(日)、開場…午

後5時、開演･･･午後5時30分

し入場料5000円（全席指定）

歩入場券発売所平賀書店、ミリ

オン楽器我孫子店、プックススズ

キ、石Ill春光堂、あびこサービス

センター、レコードあつぶる、ボ

ピー、荒井書店、市民会館内売店

ひろがり、図謹館湖北台分館・布

佐分館、中央公民館、柏そごう、

柏高島屋、取手とうきゅう

歩問い合わせ教育委員会社会教

育課公(85)1151

し日時6月4日(日)午前10時30

分から午後2時

し場所天王台北近隣センター

し問い合わせ天王台北地区まち

づくり協議会壷(82)9988

※車でのご来場はごう劃葱ください。

－交通率故相醗＝市民相岐室10:00～15:00
＝消愛生活相岐＝市民生活課10:00～15:00
〃心配ごと相鱗＝保健センター9:00～15:00
＝市民会館・市民図奮館・応の博物館休館
＝つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
”市民図書館本館・つつじ荘・西部福祉センター休館

壷消費生活相談＝市民生活課10:00～15:00
〃健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30
〃市民図書館本館休館

【夢法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
壷健康相談＝つつじ荘13:30～14:30
《蚕市民図書館本館休館

画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
〃酒害相談＝保健センター13:30～15:00
”市民図書館本館休館

壱

戦

|’ 蝿
シ日時6月3日(土)から5日

(月)午前10時から午後7時まで

し場所市民プラザ

し内容編物・藤工芸ほか14部門

し問い合わせ宮本壷(84)5837

少日時・場所6月11日(日)午後

2時市民ブラザ（入場無料）

し出演西蛎みどり、小久保路子

伝問い合わせ中丸念(87)2346
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第6回我孫子市さつき展

菊 苗 I鳶料配布

第18p洲ﾐﾆｺﾝｻー ﾄ

平成7年5月1日現在＊世帯数42,443世帯
人口124,335人男62,289人女62,046人

●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110・湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055．布佐分館89-1311

●湖北台支所88-0828移動図書館87-0909
●湖北支所88-2111●身体障害者福祉センター88-0141

|●布佐支所89-2358●あらき園88-4188
●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123

●水道局84-0111●西部福祉センター85-5818
⑨肖防署84-0119●生活環境課(浄化槽）87-2379

●少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●保健センター87-1131●近隣センター布佐南89-3740
●市民会館84-3311天王台北82-9988根戸83-5363

●公民館中央82-0515新木88-2010

湖北地区88-4433

●鳥の博物館85-2212

●市民体育館87-1155

●市民センター寿83-7722

湖北台88-9927布佐本館89-1193

布佐ステーションホール89-5800
●都市改造事務所85--1171●市民プラザ83-2111

手賀沼親水広場開園
4周年記念行事

婦ｻーｸﾙ(つくし野)韻

エアコン屋外機は、騒音

に注意し、できるだけ道

路側につけましょう。

剛鵬鯛ガｲダﾝｽ劃I者

雛婦人ドﾐﾝﾄﾝ始

而民初|M者臓ﾃﾆｽ教室

防災棚鮒ﾁｬｲﾑが蛭に

今日から、防災行政無線の

チャイムが「我孫子市民の歌」

に変わります。

一コミュニティ課防災係一

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻﾆビズ画(85)1313あびっこふえすていばる

1木

2金

詞土

4⑧

5月

6火

7水

S木

q金

10土

11⑧

彦消愛生活相談＝市民生活課10:00～15:00
〃酒害相談＝寿市民センター13;30～15:00
画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

●市役所閉庁(－部の施設は除く）

画･巳曜当番医＝テレホンサービス

〃休日劇砲歯科診療日=休日救急歯科診療所(市民会館内)9:00~11:30
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

－消垂生活相験＝市民生活課10900～15:00
－心配ごと相岐＝社会福祉協鐡会9:00～15:00
厘言市民会館・市民図寒館・雁の1呼吻館休館
壷つつじ荘・西部福祉センター休鴎

”法律相談＝市民相談室9:30～15;30(予約制）
”市民図醤館本館休館

画消費生活相談＝市民生活課10:00～15:00
”市民図書館休館

〃市民図霊館本館休館

〃市民プラザ休館

画不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

・市民画露館本館休館

‘ﾖ市役所閉庁(－部の施設は除く）
■一一一一一一一一一＝■一凸＝ぬ‐一

〃市民図蜜鴎不鴎体鴎

軍．日曜当番医＝テレホンサービス

重休日敦急歯科層瞭日=休日淵稔齢膨療所(市民会館内)9:00~11:30
”市民図書霞本館休館

12月

13火

M水

15木

1⑰金

＜らしの移動教室
｢水道水ができるまで」

太極拳初心者講習会

小児肥満予防教室
｢元気つこクラブ」

淫淫算菌災のための
勧童の自筆嬉倉籔臺

ルーー ﾙ教室(ﾊﾑ制）

南こうせつコンサートツアー
～あの日から～

ふれあいバザー

第8回我孫子市手工芸展
服鰔震蝋援ｺﾝｻｰﾄ


